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仁井田浄水場全百更薪ヘ

基
本
計
画
素
案
明
ら
か
に

５０
年
の
Ｌ
Ｃ
Ｃ
は
５
４
０
億
円

秋
田
市
上
下
水
道
局
は
、

仁
井
田
浄
水
場
更
新
基
本
計

画
の
素
案
を
明
ら
か
に
し

た
。
施
設

・
設
備
の
老
朽
化

な
ど
の
課
題
を
抱
え
て
い
る

同
浄
水
場
を
現
在
の
敷
地
を

活
用
し
た
金
面
更
新
す
る
こ

と
と
し
、
施
設
規
模
は
将
来

の
絵
水
人
口
に
合
わ
せ
現
在

の
１５
万
４
６
０
０
立
方
研
／

日
か
ら
６
万
５
０
０
０
立
方

層
程
度
に
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン

グ
す
る
。
浄
水
処
理
方
式
は

引
き
続
き
急
速
ろ
過
方
式
と

す
る
。
８
月
６
日
ま
で
素
案

の
パ
プ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

行

っ
て
お
り
、
市
民
な
ど
か

ら
の
意
見
を
踏
ま
え
、
議
会

へ
の
報
告
を
経
て
９
月
下
旬

か
ら
１０
月
上
旬
に
基
本
計
画

を
策
定
す
る
予
定
。
そ
の
後

は
、
卸
年
度
後
半
か
ら
３‐
年

度
ま
で
基
本
設
計
や
富
民
連

携
導
入
可
能
性
調
査
を
実
施

し
、
官
民
連
携
に
よ
る
発
注

方
式
を
採
用
し
た
場
合
は
鯵

年
度
、
従
来
の
仕
様
発
注
を

採
用
し
た
場
合
は
器
年
度
に

更
新
後
の
浄
水
場
が
稼
働
す

る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

更
新
後
の
浄
水
場
の
施
設

規
模
は
、
浄
水
の
相
互
融
通

が
可
能
な
豊
岩
浄
水
場
の
施

設
規
模
を
最
大
限
活
用
す
る

こ
と
で
、
現
在
の
４
割
程
度

の
６
万
５
０
０
０
立
方
房
／

日
ま
で
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ

し
、
建
設
費
を
抑
え
る
。
浄

水
処
理
フ
ロ
ー
は
粉
末
活
性

炭
処
理
十
凝
集
＋
沈
殿
＋
急

速
ろ
過
が
基
本
。
粉
末
活
性

炭
処
理
に
よ
り
主
に
夏
場
で

の
か
び
臭
物
質
の
ほ
か
、
全

有
機
炭
素
や
総
ト
リ
ハ
ロ
メ

タ
ン
の
除
去
の
レ
ベ
ル
を
上

げ
る
。
凝
集
＋
沈
殿
は
、
現

在
の
高
速
凝
集
沈
毅
池
に
比

べ
急
激
な
濁
度
変
化
鍾
対
応

で
き
る
フ
ロ
ッ
ク
形
成
池
十

横
流
式
沈
殿
避
を
態
定
し
て

い
る
。

イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
は
約

■
９
０
億
円
、
鶉
年
の
ラ
ン

ニ
ン
グ
コ
ス
ト
は
約
３
５
■

億
円
、
そ
の
合
計
で
あ
る
鈴

年
間
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ

ス
ト
は
約
５
４
■
億
円
と
試

算
し
て
い
る
。
発
注
方
式

は
、
よ
り
良
い
水
道
サ
ー
ビ

ス
提
供
の
観
点
か
ら
、
官
民

連
携
に
よ
る
発
注
方
式
の
導

入
を
検
討
し
た
う
え
で
決
定

す
る
。
官
民
連
携
方
式
の
場

合
は
、
蛇
年
度
に
実
施
方
針

な
ど
の
作
成
、
認
年
度
に
民

間
事
業
者
の
選
定

・
契
約
な

ど
、
理
年
度
か
ら
謎
年
度
に

設
計

・
更
新
工
事
を
進
め
、

”
年
度
に
更
新
後
の
浄
水
場

が
稼
働
す
る
。

仁
井
田
浄
水
場
は
、
昭
和

騎
年
代
か
ら
櫛
年
代
に
か
け

て
築
造
さ
れ
た
施
設
で
、
施

設

・
設
備
の
老
朽
化
が
進
行

し
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
耐

震
性
能
が
不
足
し
て
い
る
。

ま
た
、
雄
物
川
表
流
水
を
水

源
と
し
て
い
る
が
、
原
水
の

濁
度
変
化
な
ど
へ
の
対
応
、

か
び
臭
物
質
へ
の
対
応
も
課

題
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

平
成
器
年
度
の
最
大
稼
働
率

は
弱

一
３
％
で
減
少
傾
向
に

あ
り
、
今
後
人
口
減
少
に
よ

り
最
大
稼
働
率
が
さ
ら
に
低

下
し
て
い
く
こ
と
を
見
据
え

た
対
策
が
必
要
と
な

っ
て
い

る
ほ
か
、
浸
水
対
策
や
停
電

対
策
、
テ
ロ
対
策
な
ど
危
機

管
理
機
能
の
強
化
に
向
け
た
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